
報告事項（２） 

 

認定団体向け「日本遺産フェスティバル in 桑都・八王子」開催後アンケート 

回答結果（12 月 14 日時点 76 回答） 

 

対象：104 認定団体 

回答方法：Google フォーム 

 

 

回答結果 
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他地域との連携状況（具体例） 

 北関東認定地域連携や茨城県内認定3市などで、物販、講演会、講座等のイベン

トへの相互参加を実施している 

 岡山県内の自治体が参加している協議会ブースと連携し、日本遺産フェスティバ

ル会場でスタンプラリーを実施。 

 九州・沖縄地方の協議会で連携し始め、11/27にキックオフシンポジウムが開催

された。 

 第二分科会の山岳信仰で連携。 「石のテーマ」や「時代をテーマ（江戸時代）」など

で今後連携できると良い 

 日本遺産魅力増進事業を活用し、群馬県桐生市（No.2）、徳島県藍住町

（No.81）、東京都八王子市（No.88）と連携商品造成を行い、４協議会で連携した

PR等をインバウンド含め行っていく予定。また、県内の日本遺産ストーリーとも連

携の上PRや普及啓発事業等を行っている。 
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参加団体の宿泊者数について 

参加団体数 94団体のうち、74団体が回答。 

 八王子市内に宿泊…290人（66団体） 

 八王子市外に宿泊…20人（5団体） 

 日帰り…2７人（3団体） 
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意見・感想等（自由記述） 

 非常に来場者が多く、持参したパンフレットやノベルティが足りなくなるぐらいだ

った。PRブースにたくさんの方にお越しいただき、当町の話や歴史など大いに

PRすることができた。 

 来場者が多くとても盛況だった。東京近郊ということもあるだろうが、小中学校や

大学とコラボや、日本遺産同士や、地元業者との連携，桑都ペイの活用などで来場

者を引き込む仕掛け作りが来場者を増やしたのだと感じた。 

 今までのフェスティバルに比べて、会場や周辺イベントなど規模が大きく、PRブ

ースで準備していた体験グッズも不足するなど、来場者も想定以上でした。令和７

年度に開催を控えている本市にとって、良い勉強となると同時に、重責を感じて

います。 

 今回の会場は駅から至近で十分なスペースがあり、申し分の無い環境でした。来

客数も多く、満足のいくPRができたと感じております。仕事の関係で八王子近

辺に移住された方などが、「かつての故郷、実家がある地域の日本遺産に興味を

もちブースに足を運んでみました。今度実家に帰ったら立ち寄ってみます。」とい

った意見を複数聞きました。「日本遺産」そのものの知名度はまだまだ低いので、

引き続きPRが必要であると感じます。 

 会場の外では山車やキッチンカー等も出ていて、地域をあげてイベントを盛り上げ

ていると感じました。これまでのフェスティバルを参考にしてパンフレットの部数

を決めていたので、今回想定以上の来場者で慌てた部分もありました。なかなか

他県で開催されるイベントの来場者の規模感はつかみにくいので、想定される来

場者数をざっくりでいいので事前に出してもらえたら、配布物の準備の参考にで

きるのかなと思いました。（数字を出すのは大変だとは思いますが） 

 公開講座同時に複数個所で開催されたため、想定より参加者が少なかった。持ち

時間が短くなっても構わないので会場を絞ったほうがいいと思いました。 

 完売等の影響でブースの閉めるタイミングをもう少し統一してほしかったです。最

終日の昼過ぎになると、かなりのブースが閉まっており、来場者から何度も残念と

いう声がありました。 


